



















An Essay on “Unpredictability of Juvenile Delinquents’ Behavior” as Social Problems:












に盛んに論議されてきた。たとえば 1998 年栃木黒磯教師刺殺事件，2000 年西鉄バスジャック事
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ではない。さらにいうならば「少年による殺人事件」
とは，所与とされる人物たちの行為や出来事そのもの






















「問題」が報告されると同時に想定されるものであるからだ（Emerson and Messinger 1977）。
ところでスペクターとキツセによる「社会問題は、なんらかの想定された状態について苦情

























































































































































（朝日新聞 2003 年 07 月 10 日朝刊【西部】）
新聞記事の見出しは，ある出来事を日常性を破壊する「事件」として記述するための枠組を提
示するものとして機能している。つまり「ニュースを探す」読者に対して，あとに続く記事が価値
あるものであることを予告し「読むべき」ものとして誘導するものである（Anderson ＆ Sharrock 
1979）。そこで用いられる断片的なカテゴリーや述語は「読者」が有意味に結びつけひとつの「事
件」や「問題」の文脈を構成し，まさに「ニュースを読む」ことを共同的に成し遂げるようにつく
られており，そういった「読み」は「相互反映的に構成された達成」（Hester ＆ Eglin 1997, p.43）
なのである。





が事故でなく自殺であるということ，婚約は young man のものであり，それが破棄されたこと






の人物のものであること，③「長崎」「4 歳」「殺害事件」は，長崎県（市）で 4 歳の人物が殺害さ
れた事件であり，補導をされた「少年」はその「12 歳」であること，④よって「凶行」は「長崎 4































（Sacks 訳書，1995）の「標準化された対関係」の議論を用いながら，young man という成員カテ
ゴリーが engagement の概念と結びつくことで「婚約者 fiance」という文脈が立ち現れることに
































































 2 たとえば上述した NHK スペシャル「子どもが見えない」は翌年放送の「子どもの心をノックする」と
合わせて書籍化され，いじめや不登校といった日常的な事象にまで議論が及んでいる（「子どもが見え
ない」取材班・義家・金森 2005）。












 5　たとえば成人による「殺人事件」で私たちに大きな衝撃を与えたものとして，2001 年の大阪 I 小学校
における複数の児童・教員が殺傷されたケースがあるだろう。だがこの事件を報じた朝日新聞（2001
年 6 月 8 日）の見出し「教室乱入 児童 6 人刺殺」でわかるように，乱入した者が「大人」であることは









えない悩み 金沢の殴打事件、高 1 逮捕」（朝日新聞 2004 年 6 月 4 日朝刊）「解けるか、11 歳の闇 佐
世保事件で小 6 精神鑑定へ」（朝日新聞 2004 年 6 月 15 日朝刊），「『なぜ』見えぬまま 加害女児 3 時間、
緊張の表情 佐世保小 6 事件」（朝日新聞 2004 年 9 月 16 日朝刊），「短絡的凶刃 見えぬ心」（読売新聞
2004 年 9 月 15 日朝刊（検証 少年犯罪 1））など。
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